
第 8章 ソビエト国民の諸相：民族と言語

民族・言語政策は，ソ連時代の人々の生活と国家政策の間の矛盾をもっとも

明らかにするものである．その政策によって影孵を受けたのはウズベキスタン

のみならず，旧ソ連の全領土であった． ソビエト政権にとって，民族・言語政

策は決定的な重要性を持っていた．ソビエト政権はそれまで帝政ロシアが植民

地として扱ってきた地域の諸民族を解放することをめざした．そして，これら

の地域において新しい政権を作り，帝政ロシアと新しいソビエト政権の違いを

明確にしようとした．そこで，革命後のボリシェヴキ政権は帝政ロシアの植民

地の統治制度を廃止し，第2章に述べたコレニザーツイヤ政策を実施し，これ

らの地域の住民に対して教育を与えることを課題として掲げた見

同時に，ソ連を構成した共和国のソビエト政権寄りの知識人を多く政権に迎

え，そうでない人を反国民活動の疑いで刑務所に送ったり死刑にした（第3章）．

ソビエト政権としてはその教育レベルが最高潮に達した時，ソビエト国民とし

ての民族意識が二重の意味で人々にとってより重要なアイデンテイティになる

という計算だった見この目標を達成するために考えられたのが，民族政策，

言語政策，識字に関する政策であった． しかし，これらはソビエト政権の予測

に反し，ソ連崩壊の過程においても重要な役割を果たすこととなった．

1) ソ連時代のコレニザーツイヤに関しては， TerryMartin. Affirmative Action Empire. Nations a叫

Natimwlism in tJie Soviet Union, 1923-1939. Ithaca and London: Cornell Unive1辿ityPress. 2001. 1923-1939 

貞参照．

2) このようにソビエト国民形成が逆効呆に至り，むしろ民族意識を強めてしまったという見解につ

いては， YuriSlezkine. "The USSR as a Communal Apart:Jnent or How a Socialist State Promoted 
Ethnic Particularism... Slavic Review. Vol. 53. No. 2. Summer. 1994. 414-452頁参照
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1. ソビエト政権の民族政策とウズベキスタン

1.1 民族・言語政策の中心としてのロシア化政策

ソ連設立喝初は， 革命家の間では民族政策を十真重に進めなければならないと

いう認識があった i)．同時に，民族・言請政箪はソビエ l、政杵が帝政ロシアと

本質的にり見なる部分を強調する機会でもあった．‘］‘i,j；政ロシアは多くの領土を植

民地化し統治をしたか，ソビエト政権はその植民地に住む人々や似し卜を解散：し，

自発的にソ連に）J11人することをめざした1)．その結呆，複数の巾央アジア，カ

フカースのIllオ直民地が，民族的にも， メンタリティの面でも多様なI印l民から成

り立つソ連という国の一部を梢成した．

その多様性から， ソビエト政権は民族政策で言請表記のローマ字化や各民族

晶の形成の支援，その言・話での教脊促進，説み］りきの将及など様々な成みを行

った．これまでの植民地政策とはまったく異なる政策を打ち出し，帝政ロシア

との本質的な迎いを訴えた．さらに，各共和国において，現地民族の住民の屈

川に際して彼らの優先的な扱いも呼びかけた．そうすることで，かつて；盾政ロ

シアに少数民族として扱われた人々に教育と就職の機会を与え，ソビエト政権

はこれらの民族の味方であり，ロシア人の民族主義を保護する政権ではないと

いうことをアピールしようとした．

この政策は，多くの課題に直面しながらもしばらく進められた．その結呆，多

くの人が学校や大学に行けるようになり，読み書きのできる人も増えた． ‘ii『政

ロシアの植民地時代において，ウズベキスタンを含む中央アジアでは教育を受

ける機会はきわめて限られていたが，革命以降はより多くの人に与えられ始め

た． さらに，各民族の言語教育にも力が入れられ，民族語の読み書きやその教

育に不可欠の教材間発にも人的・資金的な投資がなされた．

しかし，多様な民族に平等に教育と就職の機会を与える民族政策の勢いはし

3) その具体例につし~べては， Terry !Vlartin. Affirmative Action Empire : Nations and Nationalism in 

the Soviet Union, 1923-1939. Ithaca and London: Cornell University Press. 2001参照．

4) ，iif政ロシアのロシア化政策につしヽては， S.N./¥bashin. D. Yu. Arapov. N.E.Bekmakhanova. 0.¥1. 

Boron in. O.I.Brusina. /¥.Yu.Bykov. D. ¥I.Vasil'ev. !¥.Sh.Kady rbaev. T.V.Kot yukova. P.P.Litvinov. 

N.13.Narbaev. Zh.S.Syzdykova. 7さentral'naiaA吋iav sostave Rossijskoi Jmperii. Moskva : Nov(）（ぅ literaturnoe

obozrenie. 2008.特に 171-177頁参照．
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だいに弱くなり， 1930年代後平からはロシア人をl|l心とした「ソビエト 1]；|.L心化」

政策に変わっていった．これは巾実I-．．コレニザーツイヤ政第のI折念を怠味して

おり，その影網は人巾から社会生活や言訊にまで及んだ．

それまでウズベキスタンを含む各共和国のi戌いな民族とそのi:『』の重製、i'『I:．が
訴えられてきたのに対し， 1930年代における政策はそれぞれの民放の言i［化文

化の｛要な役刈を認識しつつも，ロシア話での民族間コミュニケーションは不

"［欠であることを強訓した．その政第の象徴となったのは 1938年にSNK（大

臣会議）と共｝狙党111央委員会による「各共和囚や郡の学校におけるロシア晶教

育の義務化」についての決議である．その決議によると，各共和IEIにおける教

育機関の教有諜1州にはロシア諮教育が導人されるようになった．それは，ロシ

ア語を学ぶことで他の共和国の人ともコミュニケーションができ，将来的に共

通言硝になるロシア[]{iがこれらの共利l|[lの人をソビエト 1d.el民として統合できる

と考えたからである．これに対し，懸念を表明した知識人もいた．彼らはその

ような政第は最終的にロシアii{iの全面導人と糾しい形の1龍民地化につながると

危I共したのである:,). しかし，彼らの意見は無視された．

しだいに各共和国には，その共訓月の主災民族の言晶で教える学校(-一般的

に「民族学校」という）と，そうでない学校（ロシア語学校）が規れた．民族

学校の中でも学年によりロシア語クラスと現地語クラスに分けられた．どちら

の学校で子どもを学ばせるのかは親か決めたが，大半はロシア語学校を選んだ．

喝時の制度は，ロシア語がわからないと良いキャリアが手に人れられなかった

ため，わが1’• により良い将来を崩l う親は皆そうしていた．それに加えて，ロシ

ァii:｛i学校ではモスクワや， レニングラード，その他のロシアの大学で教行を受

けた人が教培に立っていたので，教育レベルは民族学校より高かった．視は自

分の子どもをロシア語学校に入学させようと必死になり，ロシア語学校の人気

に拍車をかけた．また，非ロシア人から教育者が育ったとしても，本人は民族

学校よりロシア語学校への就職を希望する．それがロシア語学校の地位を一層

高め，民族学校に差をつけることになっていった．

5) ロシア）けの劇場消人を小例としてロシア化政策を植民地政策の観、1.Jiから検企Iした論文として， Laura
Adams. "ivlodernity. Postcolonialism. and Theatrical Form in Uzbekistan". Slavic Review. Vol. 64. 

No. 2. Summer. 2005. 333-354貞参照．
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このようなロシア化政第が強化されると，ロシア "{iの能力が」 [1危党や政附•1幾杖l

に就戦する1;祭のがII［欠なスキルとして名えられ始めた． しかも，多くの書類かロ

シア』で！いかれていたことから，ロシア晶でのコミュニケーション能力のみなら

きの必災刊も求められ， ロシア晶胄得者の数はl許え紐けた． ソビエ l、政

権はこれを「国緊化」の—-J閑としてl| 今̂-ヽli 化してし、た．このような社会的訣況が，

非ロシア人でありなから lI常I1こ活で1:J:1面のウズベク晶よりロシア晶を話し，ウ

ズベク］｛｝よりロシア』に優れたルシーを生み出した．

1.2 民族間の違いと民族的なメンタリティの違い

ソ連時代，民放間の交流は白然に形成されていったにもかかわらず，それぞ

れのアイデンテイティが現れる場11けでメンタリティの述いが小じていた．その

功噂しく表I(1!化していたのが11‘i炉l・・話である．

例として，結婚観も含め結婚を拳げる．ロシア人やルシーとよばれるロシア

化された人たちは，結婚を決める際に大学や友人などを通してその相手と知り合

い，本人Inl士が紺犀を決める傾向が強かった．彼らにとっての鮎婚は，家と家の

付き合いではなく， 2人の、息志によるものとぢえられていた．このような芯者は

結妍する煎に数ヶ月をおいて付き合い，結婚を決めていた．相手の民族，：＿J尺教や

他の特徴はほとんど應味をjがたず，個人の竹：．格が何より重災とされた．政権や政

）付機関もこのような民族間の結婚はむしろ歓迎しており，これこそが民｝氏の別を

越えた「ソビエト 1叶民」を中心とする新しい杜会を築く近直だと考えた．ウズベ

ク人の間にもロシアなどに留学し，そこでロシア化され，ロシア人や非ウズベク

人と家庭を築いた人は多く，彼らがルシーの中心となった．

このような結婚は政府•レベルでは歓迎されていたが， 11常レベルではそれほ

ど受け人れられなかった．近所の人がロシア人やルシーの一家を敵視するよう

なことはなかったが，そうかといって深い付き合いもしなかった()). |nlIIかに，

ロシア人やルシーの特徴として， 11li1人巾心のIt活を奸み，近所の人との共1げ］作

に柏極的に参加したことや関わりを持とうとする人はあまりいなかった．そ

(:i) ルシーに 1月してはテイムール・ダダ，,.、エフ『社会じ義後のウス｀ベキスタン一変わる1叶と揺れる
人々の心（アシアを見るll!UJO) J、アジア紆済仙究所, 2008年， 43-44貞参照．
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れがウズベク人とロ シア人やルシーと の人きな辿いで，ウズベク人による差別

がなくても彼らが孤立する：状態はあった ． その結呆，いろいろな Illl題がI-I-．．じ， —ー・

つの例は以I⑳)；¥it;＝「にも現れてしヽる．

私と夫はロ シアの同じ大学で知り合った．私はロシア人，彼はウズベク人

だった．大学を卒業してから私たちはウズベキスタンに移り住み，生活を始め

た．この時代あなたはウズベク人だ，あなたはロシア人だといって区別され

たり；麿別されたりすることはなかった．私たちは就職して子どもも授かった．

しかし， 今は計［も私の娘をお嫁に迎えたいとは息わない．ウズベク 人の

家に人ると，今は「お前はロシア人だ」と言われ，ロシア人の家では，「お

Iiijにはウ ズベク 人のl(Ilが流れている」と言われる（ロ シア 人）7).

ウズペク人のメンタリティはロシア人やルシーのそれとはり＇もなっており ，1iij

じ糸贔昏に対する見）］にもその迩いがよく現れている．以上のこととは対！！せ的に，

ウズベク人にとって結婚は，当人lriJ士の個人の間辿ではなく，個人に加えて家）j欠

と家族の間題でもある．その考え方に従うと ，自分で相手を見つけても家族によ

る「稲奔」があり，その「稲咋」の結果，家族の一員として迎えるにふさわ しい

かどうかが決まる．当人同士が気に入っていても家族から反対されることも多

く，伝統的なウズベク人の間では親の合意を大事にする人はソ辿II:'『代でも今でも

多い． ソ辿11が代，伝統的なウズベク人は， 41l手を自分で見つけて説のj’ii糸を得る

か説に結婚する候補となる人を見つけてもらい，その人と会って話をしてから決

める人が少なくなかった見以下の証言ではそのことが具休的に語られている．

当時の結婚する方法には二通 りあり ，一つは親に紹介されて結婚するこ

とだった．もう 一つは本人たちが知り 合って結婚することだ．

私の弟は私たち （家族）にはっきり ，「親が見つけてくれた子と結婚する」

7) こ0),iI[,；に関しては、テイムール・ダダパエフ I社会主義後のウズベキスタン一変わる国と揺れ
る人々の心（アジアを見るIUllIO)J, アジア経済研究所，2008年、 38貞 （ルシーに関する節）参照．

8) これに1リJしては．テイムール・ダダパエフ f社会＿こ＿i.：．義後のウズベキスタン一変わる1.I;1と揺れる
人々の心 （アジアを見るlilt110)」．アシア経済研究）外 2008年， 169-178負参照．
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と，；った．それて何人かの女のj'を見て1lllり，彼に番ふさわしいと息った

fを紹介した．私の2人の姉たちは白分で結糾汁II了を見つけて結婚した．

私の場合は，この//／_)の）j法の組み合わせだった．人は私を近所の梨），，j

で見かけて気に人ったらしい． しかし，彼の視にはすでに気に人っている女

の[•かいて，その臼こ州く会うよう強く勧めたそうだ．でも彼は私が気に人

っていて，視に私のことを店した．それから私の仕所を調べて，私かどんな

［か，気に人るかどうか， まず私をみてきてはししヽとおl韻いしたという．

彼の説は私たちかまだおり＾．いに泊したことかなしヽとり、11つて，彼に私と川斤

してみるように，；った．そして彼は盾すきっかけを竹：ろうと，ある 11私の家

のドアを1l|lし、た．彼か「この家で1,’’i|；）哨を1廿りてしヽ る X村と Yけはし＼るかJ

と聞いてきたため，私は「この家では；iitにも部尻を仕してしヽなしヽ」と答え

て，彼に私の家の周辺で行していそうな人の名liijと仕所を教えた．そこで少

しii打をして彼は帰っていった．

その後，私たち（ウズベク人）の沖什闘どおり，彼の母視は私の母にあい

さつと結婚の許しを頓みに来た．母が家にいなかったので，私が家の中に案

内してお水を人れてあげた．それに彼の母視は人変良い印象を持ってくれ

て，彼と私を結婚させたいという気持ちが強くなったようだ． llhj家の両親は

私たち2人が会って，お1［いのことをもっと良く知る1幾会を与えることで

合紅した．それから彼に会い， とても良い印象を胞いた．彼はあまりハンサ

ムではなかったけれど，私はそもそもそういう人を求めてしなかった．私の

父もハンサムではなかったけれど優しくて立派な人だったので，外見より巾

身を重祝した．（証言者No.12, ウズペク人，女l•/1: ， タシケント）

2. 「ロシア化」とウズベキスタンの社会状況

これまで述べたロシア化政菜に対する見）jは， 一般の人の間では大きくこっ

に分かれた．それはロシア化政策を積極的に支持した人，その政策の利、1]［を

価しつつもウズベク社会の独自‘「生を維小『しようとした人，そしてロシア化を拒

んでまったく受け人れない人である．

ソ連崩壊以降もそれぞれの見力は主張され，ウズベキスタン社会において各
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支持者の間で］匝史と現代の民阪・ 閃する てヽしヽる．

2.1 「ルシー」とよばれる社会層の存在

ソ連闊代に共硲党やソ連政）行の教育やイデオロギー，人巾などの政第により，

ロシア晶・ロシア文化を極端に）ミ化し， 1-l‘常生活やイ1:’ji場で母晶であるウズベ

ク』をさけ，ロシア］｛i・のみで活そう （北こう）としたウズベク人や非ロシア人

は少なくなかった．先にも述べたように彼らはルシーとよばれており，彼らか

らみるとロシア11什とロシア文化は「文明化」への「人））」であった．謹論家の

トフタハジャエワ氏によると 1940年代から 1960年代にかけてそのような人の

数はい＇！えていったという．

]940-1950年代に学生時代を過ごした人は戦争の最洲線を経験した．そ

のII、lf, （民族間の） ー休感と（戦争で多くの人を失った）大きな悲しみを共

イ［し，困難：を屎り越えてきたことを詫えている． 1ド＜祈しい（他民放）杜会

の中で生活したかった．他民放と民族間結婚をする人も附え，将来に対する

希望と悪いことはすべて終わったという紐識か広まった．

,Ii内のクラブは客で溢れかえり，本尻や刷場も必災とされた．こうした

風潮は1960年代にフルシチョフ時代の改，！化と，多くの人がGULAG（労働

キャンプ）から戻ってきたことと屯なりピークを迎え，人々に社会［義がも

たらした勝利と公平な社会への期［『を特たせたり）．

この付：公悩はロシア請ができない人に対して非常に批判扉Jであり， Il-、『代に迂

れているとみなしていた．彼らにとってはウズベク話やウズベク人の伝統は二

の次であり， 11常生活のl|lでこれらの影評はしだいに薄くなり，最終的になく

なるとみられていた．彼らは人間関係においても，ウズベク人や他の中央アジ

ア民放にみられる近所付き合いや拡大家族ではなく，個人主義とロシア式のあ

っさりした人間lt'iJ係を好んでいた．

9) Marfua Tokhtakhodzhaeva. Utomlennye prosh/y111 : Reis/amizatsiia obshhchestva i /;olozhenie zlzen-

shhchin v Uzbekistane. Tashkent. 2001. 190貝参照．
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伝統的な散髪）対の代わりに、 新ししヽ形態の放髪困が什 られた

［タ シケント空地内の散髪）i}，1958年， ドシュキン撤影］

当時，大学で教員だったけれと，すべての書類はロシア話で古かれてい

て，ウズベク諮は誰も受け付けさえしてくれなかった．ロシア話がわからな

ければ何もできなかった．昇巡もできないし，（」原敬されるべき）人間とし

て扱われなかった．選択肢はま ったくなかった．

私のウズベク人の学生のほとんどは，私がウズベク話で盾しても何を教えて

いるのかわからなかった．それで授業中は，ロシア晶で話すしかなかった 10).

このような人は年かに都市脊ISに多く，彼らは母話と1nl等かそれ以上にロシア晶

の砂Cみ内きをマスターしていた．以I-．．にもあったように，両親は子 ど^もに将来

が約束されるロ シア晶での義務教行を受けさせる仙向が非常に強かった．地）j

出身者や仏統を爪ん じる家の人はリIき続き子ともをウズベク乱iの学校にj直けて

10) !vlarfua Tokhtakhod叫1aeva.Utomle1111ye/）rosh/ym: Reislamizatsiia obshch邸tvai polozhenie zhenshchm 

v Uzbekistane. Tashkent. 2001. 186-187貞参照



符~ 8章 ソビエ ト国民の語相 ：民族と臼語 l97 

いた． しかし，ウズベク話の学校出身者で，［I:,II仕を望んでいる人はやはりロシア

詔の会話力を底こうと努力し，それが彼らを成功に導いた．

ルシーの間で）•-［倒的に多かった衿えは， El‘常生活でロシア請を使うのは牛『別

なネ士会的地位にある証だというものだった．そう考えていなかった人もウズベ

ク［沿で教育を受け伝統的な化泊スタイルをおくつている人に対して少し見下し

た見方をしていた．ソ連時代ルシーの家庭はソビエト政権から歓迎されており，

彼らこそが祈しいソビエト国民の象徴であるという見方がされていた． i(［かに，

考え）jなどからみてもそのようなロシア化された人々は，ウズベク人や非ロシ

ア人であったにもかかわらず，ロシア人以」一．にロシアnhやロシアの文化と）炉史

を学んでおり，ソビエト政権の最終的な 1:l椋であるソビエト 1月民形成の成功例

でもあった．ソ辿州壊後，彼らは独立したウズベキスタンの将来にもっとも後

ろ向きになっており，その多くはウズベク人のメンタリティや考え方を受け人

れることにll!『労している． トフタハジャエワ氏の著閻にも興味深い』［言が含ま

れていた．

両視が私を（ロシア語の） 小学校に入れた時は，はと んどロシア語かで

きなかったため， 1年Elは非常に苦しかった．両視は私をロシア語の学校で

勉強させなければと息い， （ロシア語の） 言語環檄にどっぷりつからせれば

一気にロシア語で話せるようになると決めつけていた． （省略）

私の学校ば大変艮い教育をしていたので， ：／斧業生はモスクワ， レニング

ラード，キエフ，ノボシビルスクとタシケントのもっとも艮い大学で教育を

受けた．私の間級生たちも各分野で立派ない"l家になり，モスクワ，キエ

フ，ボストンやテルアビブで勤めた． しかし，タシケントに残った者は索Iliり

らしい教育を受けたにもかかわらず他の人に遅れをとってしまい，それほど

成功しなかった．その狸由は明らかで，「ウズベクチリク （ウズベクのメ ン

タリティ ・社会的な環境）」になじめず，失敗しても「サ起できないままネt会

ヵヽ らの孤立につながったからだ II).

l」)MarfuaTokhtakhodzh;1ev;1, Uto111/e1111ye prosJ,Jym: Re1:Slamizatsiia obshchestva i po/ozhenie zhenshchin 

v Uzbehistane. Tashkent. 2001. 186-187・頁参照
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2.2 「ロシア化」への反感

．^の礼公），けはロシアII{}化とロシア文化に反感を片っている人も少なくなく、

これまでの過程を懸念して観察しながら，その流れに脊き込まれないようにウ

ズヘク独日の文化を守っていこうとした．

そのような人はロシア化政箪を受け人れす，むしろ！『からの牛活を紐ける人

も多かった．それはtに利般1叶民で，枠）J に l¼J係のなかった人々である．彼ら

は共］）や党の党員になることを沼んでおらす，政）｛Jオ幾閃に勤めてしヽても，指柑的

な立場ではなかった．彼らはいからロシアはiとロシア化が強訓されても，それ

に利湘的に反対することはなかったが， I I'常生活では家朕間やコミュニティ内

でウズベク1翡もしくはそのコミュニティのi:．'災なl;•1;/i （カザフ，キルギス， タ

ジク， タタール』など）を守り，伝統も糾打した． 1十れ場ではロシアII{iを叶さ

ざるを得なかったが，それをよく息っていたわけではなかった．

彼らはルシーとしヽわれた人から後ろ 1川き，保守的で良しヽ教育を受けていない

物＇l［の伝統的なあり）jをよ持した人々のたまり場となった
のは，喫茶店などであった．［リャピIヽウズの周辺で休ん

でし＼るプIヽラ{l:l心， l966年， プI ラヽ、 クズミン撮影］
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人としてみられ，ウズベキスタンに仕みながら犀別を受けることもしばしばあ

った．そのはとんどがウズベキスタン都l|if鳴の111市街に1じんでいるか，地）j出

身者だった．

以ドの1;ll直は彼らの考え力を反映している．

ソ辿時代のもっとも良くないところは，やはりロシア化政策だった．み

なロシアい｛｝で盾させてウスベク 1翡などロシア晶以外の言話を忘れさせようと

した．ウズベク人は（日分たちの日ウズベキスタンにいながら）後ろから

『お伯らは予：だ！』『文明化されていなし、動物だ！』と！［われたこともあっ

た．そのようなとき，私たちは「l論を避けるためにも嬰ってその場を淵れ

た．ロシア化政策に反対することも反発することもできなかった．（それは）

小可能だった．なぜなら，決定的に爪炭なポストはすべてロシア人やロシア

化を支持する人々か占めていた．＊ （［油は者No.2, ウズベク人，男性， タ

シケント）

ロシア化の程疫は人巾政策にも していた．先にも述べたように，凧災な

ポストヘの採JIlの際には候袖者がロシア話を話せるかどうかが非常に州疫であ

っこ しかも，共硲党幹部の場含，必ず彼らをコントロールできるロシア人か

非ウズベク人が任命されていた 1:2)．共窮党幹部の最詞位レベルの人’j［までがそ

のような論別に見づいて行われていた．

ソ連時代はとても良かったが， llii:-•気になっていたのはロシア人の支配

とウス｀ベク人の扱いだ．ロシア人はウズベク人に対して優越感を持ち，いつ

もウズベク人を支配していた（ように息う）．

杵も久Ilっている通り，共産党の第一翡記がウズベク人であ

]2) その具休例として、ソ連円記長と各共和1EIO)第．il「I記の関係やウズペキスタンにおけるソ連の人
加Iill疫につし、ては，テイムール・ダダバエフ「地方玉義と1kl家ーウズベキスタンとタジキスタンに
お（ナるソビエト人’li政沿とその影糊ー」『rn11際政治経済研究』， 2008年， 13-37［し またソ連時代の
人’Ji政策につしヽては， Carlisle.Donald S.. "The Uzbek Power Elite: Politburo and Secretariat 

(1938-83)... Central Asian Survey, 5 (3/-1) 1986. 91-132頁： Carlisle.Donald S.. "CeopoliLics and 

l汀lrnicProblems of Uzbekistan and Its Neighbors". in Yaacov Ro'i eel.. Muslim Eura.sia: C呵/icting

Legacies. London : Frank Class. 1995. 71-105頁参照．
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は必ずロシア人だった． ロシア人の過剌な如配さえなければ牛活はもっと艮

かったはずだ． （IIII. I]者No.-40, ウズベク人，男‘VI．、フェルガナ J)•I•I)

ソ連IIが代の人1［政第においてロシア人とウズベク人のハランスを{i(［保するた

めに，それぞれのに放出身行を任命してし、たが，地位．か闊くなるはど，そのJヽ

ランスは崩れ， ロシア人が優利な立場に立っていた．先の身り -1|｝11心の例もそう

だが，以ドの』 I•••I"i・のように，そうでなし、ポジションでもロシア人のプレゼンス

が確保されてし＼た．

ウズベク・フィルムの製作におしヽても、 ウスベク人がウズベク晶の映両

を作っていても，ロシア人を製作者として人れないと映訓製作の咋叫は出な

かった．これらは例にすぎず，あらゆる分野でこのような状況があった．

＊ No. 2, ウズベク人，男1.，t，タシケント）

人事lhi以外のことで彼らの反感を買ったのは，例えば，｝I:^例的な数の町の迎

りにロシア人かスラブ系もしくはJI：ウズベク人の名I]りが名付けられたことであ

る．彼らはそれをロシア化政策のは一環とみなし，それこそがウズベク晶やウズ

ベク文化に対する竹威ととらえた．

私たちが1l：んでいた街区の通りの多くには，私たちがあまり知らないロシ

ア人やウクライナ人の名前がつけられていた．例えば， シェフチェンコ通り，

ゴーゴリ通りなどだ．これらの名前は住んでいる人たちから見れば（愛着や

つながりという面で）何の怠味もない．これらの人物のことはよく知られて

いないのだ． II_i歩譲って，これらの人物を知っていたとしても，それらの通

りにどういう関係があるのかを考えれば，彼らの名liりをつけるのはやはりお

かししヽ と息う． これは州lかのソビエト政権とウズベク・ソビエト社会l:•義共

和1月のあり）jを象徴するものだ．ヽIi時は，ロシア人の参加なしに，ウズベク

人のみで何かを決めることは慧じられていた．＊ 1；I • 

]3）この，；廿， iに関してはテイムール・ダダハエフ Hl公i・,．義後のウスベキスタン一変わるII寸とi図オし
る人々の心（アシアを見るIIJ↓IIO) j、アシア紆済ii)［究所， 2008年， 30貝参！！化
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言晶や文化を失うということは，隼にコミュニケショーン・ツールを失うだ

けでなく，その文化，伝統とが教を失うことと関連しており，それに対する）又

感は強かった．その反対の姿勢は11［代間で異なっており， 60代以降の人は，佑

い人よりもその政策に反対する占が多かった 1-1).ーオ『い人はしだいにロシア化を

牛活の一部としで受け入れ始め，それは牡に‘iiこ意すべきことではなくなったが，

以 l‘ーの証言にもあるように，年配の人にとっては何年たってもロシア化政策に

対する脅威は泊えなかった．

祖lリが111舎からやって米て，私たち兄弟に床教について教えようと した

ことがある．彼女は私たちにいつも 「あなたたちはロシア語学校に辿ってい

るので自分たちの言棄だけしゃなくて宗教も失いつつある」と言っていた．

いつの1こ1か， 19.1分たちが化しく なかったことをわかるだろうと予冒してい

た．彼女は実に正しかった．今になって私たちはそれかわかるようになっ

た．（IIll胃者No.27, ウズベク人，女性，ナマンガン）

この』I•言と I司梯のことが長くウズベキスタン社会をみてきた専門家にも指導

されている． トフタジャエワ氏によると，ロシア語学校の卒業生の大半は無末

教的であり， ロシア訊での教育はこれに決定的な影翠限を与えたと いう日）．

このようにロシア化政策に反対した人は，ただ母乱｝ではない言語を学ぶこと

を」甘み， ロシア化に反対したのではなかった． ロシア化は彼らの[l＿で活スタ イル，

就職｀ぷ教観や文化を直峡し，小安と不悩jを生．んだことがわかる '(j).

1,1)ソ連11.Ii代におし、てウズペク人と は何か？とい う概念につし‘ての文学者の間の議論については，

¥.Villi,1m Fierman. "Uzbek Feelings of Ethnicity. A Study of Attitudes Expressed in Recent 

Uzbek Literature". Cahiers rh,(!vfonde russe et sov£etique. Vol. 22. No. 2/3 (Apr.-Sep.. 1981). 187-229 

貝参照．

I 5) Marfua Tokhtakhoclzhaeva. Utomlennye proshfcvm: Re応larnizatsiiaobshchestva i po/ozlienie zlze11shchin 

v Uzbekistane. Tashkent. 2001. 188頁参照

l())その）！訊lとソ連Il、i代における民族間対立に1及lしては， RonaldGrigor Suny. "Nationalist and Eth-
nic Unrest in the Soviet Union." World Policy)01ィrnal.Vol. G. No. 3. Summer. 1989. 503-528貞参！！礼
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2.3 国際化の一環としてのロシア化の支持者

そして， これら2種類の中間)- し，ハランスの収れた政菜の文小『者であ

ロシア晶教育そのものを1]ij向きに受け収る人はるのが第．：のグループである．

多く，彼らからみるとウズベク晶に加えて， ロシア；翡を学べることは将来的に

様々な訓でプラスに働き，キャリアのみならすより広いjIt界観を特つことにつ

ながると名えていた．彼らの多くは1:J:1内のウズベク 11什や独1]のウズベク文化を

保特しなからロシア 11{iやロシア文化を学び，［1分たちの徒力をさらに似jめよう

としていた． ロシア化政策に対し を表l叶lする人も少なくなかったが，彼ら

はロシアII{i化の極端な）Iクを避けることができれは， ロシア とウズベク1¥/iを社

公の中て使い分けることや つの！；_1店に」i![：能になることはII［能だとぢえていた

彼らは，独l］のウズベク文化を）ぐliにしながらロシアil{｝学校に辿い，そこで

ロシア とロシア文化，そしてソ連の形成からその間、191!、までのソビエト文化を

学び、 それをウズベク文化と同IIかに社会に しているものとしで文け人れら

れるようになっていた．彼らはそれをウスペク文化と対立関係にあるものとは

みておらず， 教育1(1iではlI1リカの艮し‘)．忙に沿llしていた．

私の家では弟以外の兄弟は全員ロシア訃i学校に辿ってしヽた． その j•Il叫は、

ロシア ウズベク よりも質が泊jかったからだ．

学校牛活では特に新年会が記罠に残ってしヽる． みんな色とりどりの衣装

を着て，舞台に立っていた． I吐は私のためにすてきなトレスを作ってくれ

て， それを着て私も出演した． それは崩やかで楽しい li lだった．

No. 3, ウズベク人，女性， タシケント）

ロシア を受ける子どもにはタタール人，朝鮮人，カザフ人，ユダヤ人

など様々な氏放がいた．彼らは先牛や友辻とはロシア 1面で会11古しており， 教授

としてもロシア』iが使われていた 17)．ロシア語・学校ではロシア話のみで教

えるクラスが＾般的だったが， 人l」が多い地区や都市やi|；から翡l［れていてその地

17),;!)l鮒系の人のIlhりや胄 •1ft につしヽては， ••Korcitsy Uzbekistana : Scm'dyasal let iruclnostc1 1 

uspckhov na novoi rodinc. Fergh{lna. Ru. July :30. 2007 (ht tp:/lwww.ferghana.ru/anidc.php'?icl 

=5257) またはKimP.C.. Koreitsy Resp1.（bliki Uzbekistan: istoriia i sovremennost'. Tashkent. 1993参照．
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伝統的な生活とウズベク晶の付会的な地位向上のよ持者である

お年省りの多くかよく‘リミまる喫拾馴の—•例． ［タシケント州，ヘ

ガパード郡． レーニン叫念コルホース． シャムストデイノフj最

影］
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悩に他の学校かなし、場合は， 1li]じ学校の建物の中にウスベクはiとロシア[{iのク

ラスが人っていた．ロシアn{iで教育を受けるfどもはロシア話を胄得し， ロシ

ア文化などにも II9卜しくなっていたが，他民族の［→どもと扱触することで彼らは

i]分の民放のアイテンテイティよりも多民放でソビエト的なアイデンティティ

を身につけやすくなっていたようだ．彼らはそのような似雑な（他民放と日分

の民放の）アイデンテイティを保持し， ソ連州壊以降も持ち紬けている． しか

し，彼らの子どもはそうした炭樟で勉強したことがないため，すでにその両）J→

のアイデンテイティの実感を失っている．

私が特にけいたいのは今のllt代についてではなく，その煎のことだ．私

たちが牛きた時代は今とはだし、ぶ迩っていて，勉強は色々な人と糾で，お

l［いの民放文化を分かち合った．

しかし今は，すべてが中途平端になってしまい， l;l分たちの文化もロシ
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ア文化も完1,[［に知ってしヽ る人は少なし＼． 考え）jに1月しても 11ijじことがしiえ

る．例えば，私たちのllt代はソビエト [lり（多民族的）な考え力^の月ちi:．だ

が，今（独立以降）を牛きるにはそのような名え力はまった＜役に立たなく

なってしまった．（nll:li者 No.32, ウズベク人，男‘『t，アンテイジャン）

3. タシケント大地震と民族11.i]関係

3.1 タシケント大地震

タシケント）く地震はウズベキスタンの肘史の中でも衝撃的なものであると1IIl

IIかに，その社会の将来を決定付ける出来’li・となった． タシケント）く地姦は1966

年4月26IIに起き，直度8以上だったと］i-われる．それからしばらく紐いた余

点は哀度5以上であったという iil|ー．．，iーがあり， 26|]以降も点）文5以 1-．の余虞は続

しヽたそうだ '8)．

虞｝）恥地はタシケントのIい心にあり， タシケントの％Ilかの人11は100h人程度

（現在約270)j人）だったが，建物は上からできてしヽたため3}j戸以I・ムが例壊し

タシケントの）ぐドが打撃を受けたド））． Iヽ1 時の建物は現在とは速し＼，小さい•]i 

建てがほとんどで凡礫の下放きになりケガをした人が多かったようだ． しかし，

犯罪などの人的被‘占は少なかった．

住む場所を失った人のために 1)j5千個以上の仮成テントが張られた ＇9). こ

れらは『どもの勉強場所としても使われた．そのI!か期は学年末か近く，そこで

小学生から閻校生までが勉強していた．小学校の授業はl| I止になり，ほほ全員

が以休みにソ辿各地のキャンプに送られた．被‘1りがそれほどひどくない紐物に

は住民が住み紬けた．地域研究家のゴレンダ氏の当時の記1邸には以下のような

ものが残っている．

私はこの年に位i校を る予定だった．高校はタシケントの中心にあ

18) C. Sarkiヽov.Dvatsat'let iz dvadsati sto/etij_ Tashkent : Shark. 1995. 53貞または/¥nclreiKudn-

asll(）V. ．．l ssk usl V(）． K u l̀l u r;l. isl(lriia :＇l‘;lshliCll l skoc zcnl lial rcscn ic. LcgC11 (l y i by li 2(i aprclia 
!%(:igo<l,1". Fergflana.ru. 2006年11JJ 2611参．i應
19) C. Sarkisov. Dvatsat'let iz dvadsati sto!etij_ Tashkent: Shark. 1995. 59貞参II化
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り，学校に向かってしヽたので私は街にしヽた．

最初は空爆を受けたのかと息った．大地震の数時間後にハスてマルクス

辿り（現サイルゴフ通り）を走ってみると，その通りにあったすべての建物

が几礫と化していた．

しかし， I叶民の間にパニックはみられなかった．私の友人で，今は闊IJ1li

長になったグレゴリ・ミナソヴィチ・サルキソフ氏の話によると，大地虞虹

後の犯罪率は逆に落ちたと［二［う．白警I;l|0)活動も柏枷的だったので都市の治

安は保たれてしヽた． No. 9, ウズベク人，男竹， タシケント）

3.2 タシケントに対する連邦の支援とタシケントの多民族化の拡大

タシケントのI|［建は，多くの人が協力しあったことで，ウズベキスタンの多

民族1化を強晶しただけでなく， I叫民の間に1,1分たちがウズベキスタンよりも広

いソ連という国の△liであるという実感をりえた．そして，後にウズベキスタ

ン以外のところで災‘占が起こると，それを日分たちの間姐のように受け11-^めた．

以卜の証言にもあるように， タシケント大地哀は‘lili.『のウズベキスタンにおけ

る民放Ilil関係を明らかにする象徴的な出米巾となった．

［タシケント大地衷0)Il'［後に，似成1i:‘tとして建設されたテントのキャンプ，
1 9 6 6 1 1 :. ] 
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［タシケント大地炭でlii壊した仕物の後片付け］

特に記1意に残っているのは，大地震が起こった時にソ連全体でタシケン

トを建て削したことだ． 同じようにアルメニアのスピタクで大地成が起こっ

た時は私にと って他人事ではなかった．それはソ連の共和1日の同民として一

つになったことの現れでもあった．（証言者No.37, ウズベク人，女‘Iii：:,タ

シケント）

タシケント大地捉が起きた翌 日に，モスクワから多くの共廂党 ・政｝什幹部が

タシケントに飛んできて，復興についていくつもの決断がなされた．その作業

の最前線で指揮をふるったのがラシートフ弟一書記だった．政治的な支i;、『と経

済的な支援のおかげで，住民はこの苦しいII寺期を何とか釆 り越えようと ，I I々

崩1付きに復興作業に取り糾んだ．

以卜-の証言からも ，地震直後で様々な間題があったにもかかわらず多くの人

にとっては希望の時期であったことがわかる．希望があったからこそ，大地虚

で受けた打撃を悲しみながら息い出す人よりも，人々の働きや他の共相国の協

力など復興に向けてのダイナ ミズム を息い廿IJす人が多し‘•
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l96(臼5-67年を私はとてもよく此えている．私たち家放は街の中心に仕んで

いたのでアパートもかなりの打撃を受けた．

地震訓後にブレシネフがタシケントに来てポリトビュロー（政治）』）の

会議を1}}lいた． タシケントの建て直しにソ連すべての共和11」が貞献した．私

たちが今1他って話しているこの建物もその間に建てられたものだ．地衷11'［後

は確かに厳しいII炸期だったがより良い生活への期待に胸を膨らませてしヽた

時でもあった． 18, タタール人，女骨：．， タシケント）

復興作業はまずJ心礫を収り除き，祈しい建物を建設するための1げ11[；1ihから始

まった．その1/I業にほとんどの住民が日発的に参加した．各共和1玉Iからも多く

の建設閃係竹やI区）保の＼り1lll家などが来て作業を「イぷった．彼らの参加は復興を

lII・めたことに加えて， タシケントの多民放化を強めた．それは彼らの多くが，タ

シケントが「り建されてからも什・・^ み統け， ウズベキスタン社会の↓員になったか

らである．

政INは彼らの労働を評価し，再紐後にアパートやマンションを支給した．そ

れを仕民は複雑な気持ちでみていたようだ．他の共和1月から復興作業を手伝い

に来た彼らの気持ちを，f|汗llliし，感謝していた人も多かったが， ＾方で，住む場

所の提供がタシケント住民よりも旱く行われたことはウズベク人のみならずタ

シケントのタタール人1主民にも複雑な気持ちをもたらしたようである．

メトロや祈しい建物が次々と建設された．ロシアから来た労働者も多く，

彼らのためにすぐにアパートが支給されたので，私たちは少しl1りしかった．

私たちもタシケントにずっと前から1lm:．んでいたからだ．

タール人，女1生，タシケント）

18, タ

壊れた建物の解休は重機が足りず戦車も使われた．戦車を建物にぶつけて壊

していた． タシケントを建て直すためにソ連各地から学生団や建設関係者がボ

ランティアとして参加し，彼らぱ必要な資材と煎機を運んできた．そうしたこ

ともあってタシケントの復興作業は1968年までに大半が終わっていた． もっと

も早く復興した地区は大地震からわずか2ヶ月後で， タシケントのチランザル
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やスプト ニクとしヽった」ド常に大きな地柊でも 1966年^l 1月ま でに建設竹業は終

わっていたようだ．倒壊をまぬかれた建物はそれほど多くなかったが， 11本人

のh|］）汎もその仕，没作業に動員されたナヴォイ劇場は無似だった． ゴレンタ氏の

泣 1‘点によると，

私はいまだに駕いてやまなし、か，ほとんど、1!！［1紡で地成を乗り越えたナヴ

オイ）はlj場でのあの出米＇れを息い出す．）く地点の直前にベラルーシから文化り） j

間1・JIが求て 「ベラルーシの l(）| i |{il」が始まった．ダンサーや歌手｀作家と

し、った人たちとともに， 政府閃係者も哨翡だった．それはも う）く人数の11』|！il

IJIがミンスクからタシケントに米ていたので，人地点が起こ ってからも興行

はやらなければならなかった．

あるイ友，）はll場が人でいっばいになっていた中で｀震度7の強い余震かあ

った．観客は興栴してJ,Wから立ち始めた．そうしたらiij会者が舞台の真んl|I

に出て「皆さん，興釈しなし＼で 1くさし、．この建物は 26|こ•I の大地虞にも耐え

たのだからこのくらいの余点にはl[IJ•l えられますよ」と訥した．観客もそれに

納得して， i！iび／ii!；に着きコンサートが始まった．（ゴレンダ，ユダヤ人）

まとめ

これまで検討・してきたように， ソ連時代とその後においてウ ズベキス タンの

人々のア イデンテ イティの最爪災な単位の一つは民放である．ソ辿llて『代から民

族政策はもっとも広く議論されてきた課題の•つであり ，政枠はソビエト 1叶民

を統一 し 「ソビエト人」という新しいアイデンテイティを作り」ー．げることを試

みた．そのl・―な目的は「ソビエトml民」 という旗のドに人々を統合し，エスニ

ック ・アイデンテ ィティを超丸あるいは抹‘ii]さえすることであった．

本咽て扱った11il言 からもみえてくるように，ソビエト 1叶民彩成にはポジティ

ブな部分とネガテイプな部分があり，そのポジテイプな1,,flS分としてコスモポリ

タンな多民放社会の構．築が歓迎された． 様々な文化と 言話で話す人が同じ囚で

枠らし，どこに行っても民族的に殴別されることがない礼会がめざされたこと

について、多くの人は恢かしさと代itれをいまだに感じているようである． タシ
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ケント大地加のような 1':L'1 来事の際にも多 くの人がタシケントの立．て [I・！「 しを丁••仏

い，多民放な椋相を4寺った祈しいコスモポリ タンな都市建設に成功したことは，

まさにポジティブな邸味でのソビエ l、政権の民放融合政染の一例である．

詞 II~『に，ソ連時代の民族政策のネガテイプな影糊として，仝面的なロシア

化の導人と』ロシア文化が軽祝されたl!！l}姐がある．ウズベキスタンの様々な民

族の伝統と文化はロ シア文化より格下のものとしてみられ，ロシア話 ・ロ シア

文化を身に付けることはキャリアの成功につながるこ とから， 自らの言，森と文

化よりロシア，語やロシア文化を受け入れた生活スタイルを送る人がいiえた． し

かし人‘-1'・・の人はそのようなソ ビエト1叶民形成とiiいつつ，ロシア化されること

に対して抵抗し，その結呆，ウズベキスタンでは，強制されたアイデンテイテ

ィよりも逆に民族の絆が弛くなることになった．これま でのil［言からもわかる

ように，ソ連時代には民族間の友好を構築できたものの，それぞれの民族が独

白のアイデンテイティを保持し，それを約かすものに対しては抵抗していた．宋

教政鉛と1廿J1瓜ソ連時代の民族政策が多く のIII民から受け人れ附f[；いものとなり，

それに対して抗議しないまでも 「I‘常生活を通して独自の文化を守ろうとする人

は多かったようである．
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